
主催団体あいさつ

画家　紹介

深
い
感
動
も
た
ら
す

文
化
、芸
術
で
相
互
理
解
を

第二回　中国文化観光ウィークin 高山及び　　　　現代中国絵画展

高山市長

　
こ
の
た
び
、
日
中
両
国
の
相
互
理
解
促
進
の
た

め
、
「
第
二
回
中
国
文
化
観
光
ウ
ィ
ー
ク
㏌
高
山

及
び
大
象
無
形
―
現
代
中
国
絵
画
展
」
を
開
催
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年

月

に
引
き
続
き
、
こ
の
よ
う
な
催
し
が
開
催
で
き
た

こ
と
を
大
変
喜
ば
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
初
日
の
中
国
伝
統
芸
能
公
演
で
は
、
古
く
か
ら

中
国
に
伝
わ
る
民
族
舞
踊
や
二
胡
の
演
奏
が
披
露

さ
れ
ま
す
。
脈
々
と
育
ま
れ
た
素
晴
ら
し
い
演
技

が
、
皆
様
の
中
国
へ
の
興
味
を
掻
き
立
て
て
く
れ

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。美
し
い
二
胡
の
調
べ
は
、皆

様
を
悠
久
の
世
界
に
誘
っ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
現
代
中
国
絵
画
展
で
は
、
現
代
の
中
国
を
代
表

す
る
書
画
家
に
よ
る
優
秀
作
品
約
２
０
０
点
が
展

示
さ
れ
ま
す
。
長
い
中
国
の
歴
史
の
中
で
培
わ
れ

て
き
た
絵
画
の
技
術
は
、
見
る
人
に
深
い
感
動
を

も
た
ら
す
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
催
し
が
、
皆
様
に
と
っ
て
中
国
へ
の
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
り
、
日
中
両
国
の

相
互
理
解
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

　
最
後
に
、
当
催
し
の
開
催
に
あ
た
り
、
多
大
な

る
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
東
京
中
国
文
化
セ

ン
タ
ー
様
、中
国
国
家
観
光
局
駐
日
本
代
表
処
様
、

中
国
書
画
家
の
皆
様
、
中
国
伝
統
芸
能
演
者
の
皆

様
、
お
力
添
え
賜
り
ま
し
た
国
内
外
の
関
係
各
位

に
対
し
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

中国国家観光局駐日本
観光代表処首席代表

　
中
日
両
国
は
、
長
い
歴
史
の
な
か
で
お
互
い
の

文
化
を
学
び
合
い
、
共
有
し
、
発
展
さ
せ
て
き
ま

し
た
。
今
日
の
文
化
交
流
は
、
一
方
的
な
報
道
で

は
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
真
の
相
互
理
解
に
つ

な
が
る
重
要
な
交
流
分
野
と
し
て
、
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
先
日
、
佐
賀
県
と
札
幌
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

「
中
国
無
形
文
化
遺
産
観
光
ウ
ィ
ー
ク
㏌
佐
賀
」

「
中
国
文
化
観
光
ウ
ィ
ー
ク
㏌
札
幌
」
で
は
、
多

く
の
県
民
・
道
民
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
中

国
の
書
道
の
交
流
会
や
篆
刻
の
実
演
披
露
、
京
劇

や
琵
琶
な
ど
の
伝
統
芸
能
を
間
近
に
感
じ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
日

本
の
皆
さ
ま
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
中
国
文
化
へ
の

深
い
興
味
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
知
り
、

私
も
感
動
し
ま
し
た
。
来
場
者
の
な
か
に
は
中
国

に
関
心
を
持
っ
て
い
ら
れ
る
方
も
い
れ
ば
、
初
め

て
目
に
し
た
と
い
う
方
も
お
り
、
皆
さ
ま
そ
れ
ぞ

れ
が
ご
自
身
の
目
で
、
感
じ
方
で
、
新
鮮
な
中
国

文
化
を
体
験
い
た
だ
け
た
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
近
年
、
日
本
中
部
・
近
畿
地
方
で
は
中
日

間
フ
ラ
イ
ト
の
増
便
に
伴
い
、
中
日
間
の
貿
易
や

経
済
の
交
流
が
拡
大
を
続
け
て
お
り
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
な
か
近
畿
地
方
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
る

昇
龍
道
デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
影
響
を
一
体
に
受
け
、
東
京
や
大
阪
な
ど
の
首

都
圏
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
中
国
と
日
本
各
地
方
と

の
人
的
・
観
光
交
流
は
今
後
ま
す
ま
す
発
展
を
し

て
い
く
も
の
と
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
昨
年

月
に
引
き
続
き
、
美
し
い
自
然

や
豊
か
な
観
光
資
源
を
有
す
る
岐
阜
県
高
山
市
に

お
い
て
、
中
国
の
芸
術
・
文
化
を
紹
介
す
る
「
第

二
回
中
国
文
化
観
光
ウ
ィ
ー
ク
㏌
高
山
及
び
大
象

無
形
―
現
代
中
国
絵
画
展
」
を
開
催
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
期
間
中
は
中
国
か
ら
著
名
な
画
家


人
を
招
き
、
優
秀
書
画
作
品
約
２
０
０
点
の
展
示

と
、
高
山
市
子
供
達
と
の
絵
画
の
共
同
制
作
に
よ

っ
て
交
流
を
図
る
ほ
か
、
会
場
内
に
は
中
国
世
界

遺
産
の
観
光
パ
ネ
ル
展
・
中
日
茶
芸
の
披
露
と
試

飲
、
大
抽
選
会
、
中
国
旅
行
情
報
コ
ー
ナ
ー
等
を

設
け
、
中
日
の
文
化
の
つ
な
が
り
や
魅
力
あ
る
資

源
に
つ
い
て
広
く
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
度
の
イ
ベ

ン
ト
を
通
じ
て
、
岐
阜
県
高
山
市
と
中
国
の
文
化

交
流
な
ら
び
に
観
光
交
流
の
さ
ら
な
る
促
進
を
図

る
と
共
に
、
両
国
の
古
く
か
ら
共
通
す
る
文
化
や

異
な
る
点
を
再
認
識
し
、
新
し
い
一
面
を
発
見
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ぜ
ひ
と
も
、
多
く
の
高
山
市
民
・
岐
阜
県
民
の

皆
さ
ま
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
中
国
な
ら
で
は
の

芸
術
・
伝
統
文
化
の
魅
力
を
感
じ
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。
最
後
に
、
開
催
に
あ
た
っ
て
多
大

な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
高
山
市
を
は

じ
め
、
飛
騨
・
世
界
生
活
文
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
、

多
く
の
機
構
・
団
体
の
皆
さ
ま
に
、
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
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東
京
中
国
文
化
セ
ン
タ
ー
と
中
国
国
家
観
光
局
駐
日
本
観
光
代
表
処
、
高
山
市
、
飛
騨
高

山
国
際
協
会
、
飛
騨
高
山
国
際
誘
客
協
議
会
、
陝
西
省
美
術
家
協
会
は
、

日
か
ら

日
ま

で
の
８
日
間
、
「
第
２
回
中
国
文
化
観
光
ウ
ィ
ー
ク
㏌
高
山
及
び
大
象
無
形
―
現
代
中
国
絵

画
展
」
を
飛
騨
・
世
界
生
活
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
く
。
入
場
料
は
無
料
。
書
画
作
品
２
０
０

点
を
展
示
す
る
ほ
か
、
中
国
観
光
パ
ネ
ル
展
示
、
中
国
旅
行
情
報
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
、
中
日

茶
芸
の
披
露
や
試
飲
な
ど
で
中
日
間
の
文
化
の
つ
な
が
り
や
中
国
の
魅
力
あ
る
観
光
資
源
な

ど
を
広
く
紹
介
す
る
。
ま
た
、
同
絵
画
展
に
合
わ
せ
て
来
日
す
る
書
画
ら
と
高
山
市
の
子
供

た
ち
と
が
絵
画
の
共
同
制
作
も
実
施
。
高
山
市
近
隣
の
学
校
で
中
国
伝
統
芸
能
の
特
別
公
演

も
行
う
。

　
史
永
哲
　
中
国
美
術
家
協
会
会
員
、
中
国
工
芸
美

術
学
会
理
事
、工
芸
美
術
大
師
、長
安
書
画
院
院
長
。

代
表
作
『
農
家
樂
』
が
第
１
回
中
国
漆
画
展
優
秀
賞

を
獲
得
。
『
大
唐
鼓
楽
』
が
中
国
工
芸
美
術
百
花
賞

展
銀
賞
を
受
賞
。『
祭
祀
』、『
郷
謠
』が
第
７
回
、

第
８
回
全
国
美
術
展
に
入
選
。
『
搖
到
外
婆
橋
』

『
農
家
時
分
』
が
第
３

回
、
第
４
回
当
代
山
水

画
展
に
入
選
。
『
秀
色

可
餐
』
が
全
国
美
展
に

入
選
し
優
秀
賞
を
受

賞
。
『
家

的
故
事
』

が
建
国

周
年
美
展
優

秀
賞
を
受
賞
。

　
王
永
華
　
中
国
美
術
家
協
会
会
員
、高
級
美
術
師
、

教
授
。
四
川
長
江
画
院
名
誉
院
長
。

　
龐
永
紅
　
西
京
大
学
芸
術
学
院
院
長
、
教
授
。
中

国
美
術
家
協
会
陝
西
分
会
会
員
。

　
劉
原
生
　
中
国
美
術
家
協
会

会
員
、国
家
一
級
美
術
師
。西
安

中
国
画
院
創
作
研
究
室
室
長
。

　
胡
雲
生
　
陝
西
省
美
術
家
協
会

会
員
。
作
品
『
乾
陵
風
雲
』
が
国

家
郵
票
局
制
作
の
小
行
章
と
し
て

全
国
に
発
行
さ
れ
る
。

　
郝
光
　
西
安
美
術
学
院
教
授
、
中
国
美
術
家
協
会

会
員
、
陝
西
文
史
館
研
究
員
。

　
朱
双
建
　
陝
西
省
文
化
遺
産
研
究
会
書
画
部
主

任
、
陝
西
太
白
書
院
副
院
長
。

　
荊
宝
鑑
　
国
家
一
級
美
術
師
、

陝
西
省
美
術
家
協
会
会
員
、
陝
西

省
書
画
芸
術
協
会
理
事
。

　
王
宝
強
　
宝
雞
文
理
学
院
教
授
、
関
隴
民
間
美
術

研
究
所
所
長
、
陝
西
省
美
術
家
協
会
会
員
。

　
劉
鳳
林
　
陝
西
省
美
術
家
協
会

理
事
、
陝
西
書
画
院
副
院
長
、
副

教
授
、商
洛
市
美
術
家
協
会
主
席
。

　
孫
暁
明
　
陝
西
師
範
大
学
美
術

学
院
副
教
授
、
陝
西
美
術
家
協
会

会
員
、
油
画
芸
術
学
会
会
員
。

　
宋
孟
秋
　
西
安
美
術
学
院
副
教

授
。
陝
西
美
術
家
協
会
会
員
。

　
史
偉
　
西
安
文
理
学
院
副
教
授
、
陝
西
省
美
術
家

協
会
会
員
、
長
安
書
画
院
山
水
画
教
研
室
主
任
。

　
趙
梅
林
　
陝
西
省
美
術
家
協
会
会
員
、
弘
文
館
館

長
、
工
筆
花
鳥
、
佛
像
画
家
。

　
宋
宏
偉
　
陝
西
省
美
術
家
協
会

会
員
、
陝
西
国
学
芸
術
研
究
会
理

事
。
作
品
『
貴
州
苗
寨
』
が
第


回
全
国
美
術
展
に
入
選
。

　
王
春
良
　
中
国
美
術
家
協
会
陝

西
省
分
会
会
員
、
陝
西
省
花
鳥
研

究
会
理
事
。

　
劉
超
　
長
安
中
国
山
水
画
院
院

長
、
陝
西
省
山
水
画
研
究
会
常
務

理
事
、
西
安
山
水
画
院
副
院
長
。

　
王
興
儒
　
中
国
国
画
家
協
会
理

事
、
陝
西
省
美
術
家
協
会
会
員
、

陝
西
山
水
画
研
究
会
理
事
、
渭
南

市
美
術
家
協
会
駐
会
副
主
席
。

　
崔
偉
剛
　
陝
西
省
美
術
家
協
会

理
事
、
陝
西
長
安
画
派
芸
術
研
究

院
秘
書
長
。

　
宋
健
華
　
中
国
職
業
画
家
協
会
秘
書
長
、
中
国
美

術
家
協
会
会
員
、
北
京
泰
山
名
人
画
院
副
院
長
。

第二回中国文化観光ウィークin高山及び大象無形
―現代中国絵画展
開　幕　式：４月日（日）午後１時から
展　　示：４月日（日）～日（日）
公　　演：日・開幕式、中国伝統芸能披露（京劇、変面など）、

絵画実演披露、大抽選会
日・高山市近隣学校にて中国伝統芸能の特別公演

開　催　地：飛騨・世界生活文化センター
主催団体：東京中国文化センター、中国国家観光局駐日本観光

代表処、高山市、飛騨高山国際協会、飛騨高山国際
誘客協議会、陝西省美術家協会

共　　催：岐阜県　
協　　賛：飛騨・世界生活文化センター　指定管理者　飛騨コ

ンソーシアム、十六地域振興財団、銀聯国際東京駐
員在事務所

後　　援：中華人民共和国駐日本国大使館、中華人民共和国駐
名古屋総領事館、新華社日本総局、日本外務省、日
本国土交通省観光庁、日本政府観光局（ＪＮＴＯ）、
日中友好協会、日中友好議員連盟、日中協会、日本
中国文化交流協会、日本旅行業協会、全国旅行業協
会、日本華僑華人文学芸術界聯合会

問い合わせ：高山市海外戦略室　畑尻宛
ＴＥＬ－－　ＦＡＸ－－


